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Ⅲ．目標と計画の体系 
 

１．戦略プランの目標 

 

 

 

 

 シティセールスの推進を通じて川崎が目指すのは、地域が持つ様々な個性や魅力を積極

的に活かしながら、それを都市の活力につなげていくことです。さらにその活力を新たな

個性や魅力の創造に活かしていくような、個性・魅力と活力の好循環、いわゆるグッドサ

イクルを生む都市の姿です。 

そのため、本プランでは、次の 3つの目標を掲げ、この実現に向けて様々な取り組みを

展開します。 

 

 

 

○川崎の持つ様々な魅力について、対外的な認知度を高めるとともに、その魅力を川

崎の良好なイメージ形成につなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○対外的な認知度やイメージ向上を合わせて、川崎市民が川崎の魅力を再発見すること

で、市民としての誇りや一体感の醸成につなげます。 

 

 

 

○川崎の魅力や活力の創出に向けて、川崎が持っている様々な地域資源を積極的に活か

していくことで、川崎ならではの個性ある魅力づくりを進めます。 

 

『個性と魅力が輝き、活力にあふれる都市の創造』 

(目標 1)川崎の対外的な認知度やイメージの向上 

(目標 2)市民による川崎の魅力の再発見、市民としての誇りや一体感の醸成 

(目標 3)川崎らしさを活かした川崎ならではの魅力や活力の創出 

2005年度 2006年度 2007年度 2014年度

○ 良好な都市イメージの向上

26% 30% 33% 36% 50%

現　　状
目　　　　　　　　　標

まちのイメージをよいと思う人の割合
の向上（「よい」「ややよい」の合計）

成果目標
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２．計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『
個
性
と
魅
力
が
輝
き
、
活
力
に
あ
ふ
れ
る
都
市
の
創
造
』 

(目標 1) 

川崎の対外的な認知度やイメージ

の向上 

(目標 3) 

川崎らしさを活かした 

川崎ならではの魅力や活力の創出 

(目標 2) 

市民による川崎の魅力の再発見、

市民としての誇りや一体感の醸成 

対外的な情報発信、良好なイメージ形成

○積極的な情報発信 

○魅力要素に接しやすい条件整備 

○市外における川崎ファンの育成 

川崎ならではの個性ある魅力の創造と発信

○地域資源の活用 

○オール川崎によるシティセールスの推進

川崎の魅力の再発見、誇り・愛着の醸成

○川崎市民における川崎ファンの育成 

○シティセールスとまちづくりとの連携

②魅力を点から面に広げる 

③魅力を知ってもらう 

③｢スポーツ｣イメージ戦略 

④｢自然｣イメージ戦略 

目標 戦略の基本方向 取り組み方針 重点戦略 

プロモーション戦略

①市外への情報発信のための媒体の活用 

②市内に対する魅力等の積極的な情報発信

③市民等による魅力づくりと情報発信 

④人を呼び込むための仕掛けの展開 

⑤まちづくりと連動した取り組みの展開 

川崎が発信すべき都市イメージと魅力 

■先進的に「変化」する都市 

■歴史的蓄積を土台とした先進性を持つ都市 

■意外性があり、新しい発見がある都市 

『産業』 

『芸術・文化』『スポーツ』『自然』

①魅力を発掘する、創る 

④魅力に触れる機会を増やす

②｢芸術・文化｣イメージ戦略 

①｢産業・研究開発｣イメージ戦略 
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